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刑務所見学から学んだこと
島根県・浜田市立旭中学校・二年
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(たけだ),竹田)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(なぎさ),凪沙)
　私は、父が刑務官なので、刑務所のすぐ近くに住んでいます。そこの刑務所で、刑務所の中を見学できるというイベントがありました。私は、父が仕事をしている職場に興味があったのでそのイベントに参加してみました。
　私はそのイベントで、とても印象に残ったことがありました。それは、服役中の受刑者が過ごしている居室のドアが内側から、つまり、受刑者が自ら開けられる仕組みになっていたことです。その仕組みを説明してくださった方が、
「他の刑務所にはあまりなく、うちの刑務所だけなんだよ。」

とおっしゃっていました。私はその話を聞いた時、自分で開けられるなら脱走をしたりする人もいるのではないかと思いました。
　そんな不安な気持ちになった私は、
「ドアが自分で開けられるなら、脱走をする人もいるんじゃないの？」
と、父に言ってみました。すると父は、
「自分でドアを開けられるほうが信頼されている感じがしない？だから、その期待に応えようとするんじゃない？」
と、返してくれました。確かに、もし私が受刑者だったら、ずっと部屋の中に閉じ込められているときより、自由に外に出られたほうが外に出たいと思う事も少なくなり、脱走をしないかもなと思いました。また、その仕組みのほうが社会に出て行ったときも立ち直りやすくなるのかなと思いました。だから私は、その仕組みは受刑者の方のためにとてもいいと思いました。
　また、その刑務所では、服役中の受刑者が野菜作りやパン作り、介護福祉の職業訓練、工場で物を作る職業訓練など、社会に戻ったときにちゃんと仕事ができるように職業訓練をしているそうです。私も、訓練生が作ったトマトやパンをよく食べます。最初に訓練生の方が作ったトマトやパンを食べたときは、受刑者の方が作ったということで、食べるのが少し怖かったです。でも、トマトは他のトマトと比べてもとても甘いし、パンもとてもおいしいので、私はすぐに、刑務所で作られるトマトやパンが大好きになりました。今では、
「今日は、訓練生の方が作ったトマトだよ。」
と母に言われたときはとても嬉しく、いつも楽しみにしています。
　こういった活動をしていくことで、刑を終えた受刑者はちゃんと社会になじめるようになると思うし、ちゃんと働いていくこともできるようになると思うので、こういった活動はとてもいいなと思いました。また、囲いの中で過ごしているだけだと、受刑者の方もストレスがたまると思うけど、頭や体を使って仕事をしたら、受刑者の方のストレス発散にもなるので、職業訓練はとてもいいなと思いました。こういった活動でも脱走する確率は下がっているのかなと思いました。
　以前、実際に刑務官の方が私の学校に来てお話をしてくださったことがありました。そのときに、とても印象に残った言葉がありました。それは、
「刑を終えて、社会に戻ってきた時の周りの人の対応が大事なんだよ。もし、社会に戻ってきた時に冷たい反応をされたら、もう一回犯罪を起こしてしまうかもしれない。だから、周りの人が受け入れてあげることが大事なんだよ。」
という言葉でした。
　私は、はっとしました。今まではそんなことを考えたことがなかったからです。でも確かに、もし私が刑務所から出てきたときに、周りの人に冷たくされたら、いろいろなことが嫌になって、もう一度、罪を犯してしまうかもしれないと思いました。だからこれから、私の周りにもし刑を終えて社会に出てきた人がいたら、怖がらずに普通に接したいなと思いました。でも、最初は怖いと思ってしまうかもしれないけど、刑務所から出てきた人もちゃんと更生しようと思っていると思うので、怖からずに自分から話しかけたいなと思いました。また、私だけではなくみんなが、刑を終えて社会に戻ってきた人に普通に接して刑務所から出てきた人が同じ犯罪を繰り返さない世の中になってほしいです。
法務省“社会を明るくする運動”中央推進委員会主催
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